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作品と向き合うための空間
東京黎明アートルームは「美を尊び、愛し、生かす」を活動の基本理念とする美術館です。

日本を中心に、アジア諸国の絵画・彫刻・陶磁・漆器等の美術作品が展示されています。

多様な視点から「作品と向き合うための展示空間」を表現しました。

•	 展示室の平面計画では、建築壁・柱の間隙を活用し、ケースの構造・アルコーブ的展示ブース

など、平面全体の効率的な消化を実現

•	 一部動線上のアクセントとして、ウォールケースの側面袖壁を敢えて透明度を抑えたガラスで

仕立て、展示状況が横から覗き見える景観を導入

•	 館内の構成要素をモノトーンで統一する事による、均質な空間づくり

•	 作品の多様な素材が映えるよう、テクスチャを抑えた濃紺の織物クロスを誂えた展示ケース

•	 照明は照度・色温度・配置と照射角度を検討し、作品やテーマに合わせて調整

•	 屏風が展示されているウォールケースの展示補助具・展示台などは、展示品の入れ替えと運搬・

収納を考慮し、簡便なパーツの組立方式

細見工業株式会社

施工種別 内装デザイン　全面リニューアル
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東京黎明アートルーム

業種 文化施設・ミュージアム

住所 164-0003		東京都中野区東中野2-10-13

TEL 03-3369-1868

アクセス JR	東中野駅	西口より	徒歩 7分
都営大江戸線	東中野駅	A3出口より	徒歩約 7分
東京メトロ	東西線	落合駅	A1出口より	徒歩約 14分
東京メトロ	丸の内線	中野坂上駅　2番出口より	徒歩約 13分

URL www.museum-art.torek.jp

家具・什器 〈1F、2F展示ケース〉
ウォールケース（エアタイト）／ハイケース（エアタイト）
・St アクリル樹脂　焼付塗装
・高透過ガラス　一部裏面マスキング
・織物クロス

 設計・デザイン　細見工業株式会社
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